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看護師等の配置に関する保育所長のニーズ

一保育所の人的配置としての看護師等の配置一

山本　弘江1・2），西垣　佳織13），宮崎　博子4）

藤城富美子4），　多屋　馨子5），　上別府圭子1）

〔論文要旨〕

　保育所の人的配置としての看護師等の配置に関して，現状把握と看護師等の配置の有無による保健活動の違い，

配置のニーズを明らかにすることを目的に，全国認可保育所2289施設の保育所長を対象に質問紙調査を行った。

この結果看護師等を1名以上配置していると回答したのは319（29．7％）であった。看護師等の配置の有無で特

別事業の実施や保育所保健活動の実施に有意な差が認められた。また，看護師等の配置があることで保育所長の保

育所保健活動を担当する割合が有意に低くなっており，保育所保健活動の中でも特に，けがや体調不良，与薬，感

染症子どもの健康管理などに関して，看護師等の配置がある施設の保育所長は助かると回答しており，看護師等

の配置がない施設の保育所長は困ると回答していた。これらの結果から，保育所を管理する保育所長の観点から，

保育所の人的環境として看護i師等の配置の高いニーズが認められた。
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L緒 言

　1990年代に共働き世帯が男性片働き世帯の数を上

回り，子育てをしながら夫婦ともに働くという生活

スタイルは社会に定着しつつある。働きながら子育

てを行う家族にとって，保育所は欠かせない存在で

ある。これに伴い，待機児童の問題や，病後児保育

や休日保育といった保育所の量的質的充足が，大き

な課題となっている。平成20年に厚生労働省より発

表された保育指針では，保育所における看護師等の

役割が明文化され1），保健・衛生面の対応の明確化，

看護師等の専門的職員の確保の推進が謳われ，保育

現場では看護師等の配置への期待が高まっている。

　保育所における看護師等の配置については，1977年

に創設された乳児保育指定保育所制度で，乳児3人に

対し，1名以上の職員を配置すること，9人以上の乳

児を保育する場合，看護i師または保健師を配置するこ

とが義務付けられた。しかし，保育所設置に関わる児

童福祉法にその基準はなく，法的根拠を持たなかった。

1994年エンゼルプランにおいて低年齢保育促進事業が

開始され，待機児童数の増加が社会問題となった。こ

れに伴い，1998年乳児保育の一般化により乳児保育指

定保育所は廃止され，看護師・保健師に関する記述は

削除される結果となった。

　このような背景から，2000年の高野らの全国調査で

は看護師等の配置は17．7％にとどまり2），またその配
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置も保育士定員内配置が約半数を占めていることが明

らかとなった。その後も，保育所看護師等の配置に関

してさまざまな研究がなされているが，1都道府県で

の研究がほとんどであり，全国調査はなされていない。

また，保育所における看護師等の保健活動に関する研

究では，木村らが看護師等の配置の有無や，看護師等

の配置形態によって保健活動に違いがみられることを

明らかにしたことから3），看護師等の配置に伴う保健

活動の違いに関して現状を把握し，保育所看護師等の

役割の明確化が急務と考える。

　そこで，本研究では全国の認可保育所の保育所長を

対象に，看護師等の配置の実態と配置の有無による保

健活動の違い，配置のニーズを明らかにすることを目

的とした。

1．研究目的

1　全国の認可保育所における看護師等の配置の実態

　を明らかにする。

2　看護師等の配置の有無による特別事業および保健

活動の実態の違いを明らかにする。

3　看護師等の配置のニーズを明らかにする。

1］1．用語の定義

　保育所看護師等とは，保育所に勤務する保健師，助

産師看護師，准看護師を指す。ここでは雇用形態な

どは問わない。

　保育所保健活動とは，保育所において，看護師等が

行うべき看護の専門性が高い業務とする。本研究では

全国保育園保健師看護i師連絡会が2005年に作成した2

つの柱（健康・安全管理，地域への子育て支援）から

なる保育園保健業務の活動領域を参照し4），保育およ

び保育所保健の専門家6名で検討を重ねた具体的な活

動16項目を指す（表）。

lV．研究方法

1．対　象

　全国認可保育所22，840施設に対し，層化無作為抽出

法を行い，1／10の2，289施設を抽出した。抽出した施

設の保育所長に質問紙を配布した。

2．調査方法

　保育所長を対象に，無記名自記式質問紙を用いて調

査を行った。なお本調査は，平成21年10月厚生労働省
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表保育所における保育所保健活動16項目

1
2
り
0
4
5
ρ
0
7
0
0
0
∂

子どもの発育発達の把握（計測・異常の早期発見など）

嘱託医との連携（健診・体調不良児など）

子どもの健康管理（予防接種・罹患歴・体調など健康管

理情報の把握と記録）

生活習慣の健康教育（生活リズム・食育・歯磨き習慣など）

薬の管理や与薬前後の状態観察

感染症の早期発見・対応，関連機関との連携

けが・体調不良時の処置・対応

13．

14．

15．

16．

　慢性疾患（アレルギー，その他）がある子どもへの対応

　　障がい児（診断されている）への対応と関係機関との連

　携（保護者や子どもへの関わり）

10．気になる子への対応（保護者や子どもへの関わり）

11。被虐待児への対応（発見・児童相談所への通告など）

12．職員指導（安全衛生管理・子どもの健康把握・職員の健

　康管理など）

　保護者への保健指導（保健だよりの作成，個別相談など）

　病児・病後児保育での健康観察

地域の子育て支援（保健講座の開催・電話相談など）

災害等救急時に備えた対応

＊論文内では下線部分のみを表記する。

の補助事業である日本保育協会「保育所の環境整備に

関する調査」5）の調査項目の一部を使用した。

3．分析方法

　分析には統計解析パッケージPASW（Ver．22）を

用いて，記述統計量を算出した。看護i師等の配置の有

無による差異については，Pearsonのカイ2乗検定を

行った。なお有意水準は5％未満とした。

4．倫理的配慮

　対象者には，目的・方法を記した依頼文と質問紙を

配布した。研究参加は自由であり不参加でも不利益は

被らないこと，得られた結果は厳重に管理されること，

調査は無記名で保育所・個人は特定されない旨を依頼

文に明記し，質問紙の返送をもって同意を得たものと

した。なお，本研究は東京大学医学部倫理委員会の承

認を得た。

V．結 果

1．保育所看護師等の配置の実態

　保育所長からの有効回答数は1，075（91．6％）であっ

た。回答した保育所1，075の経営主体は，公営が475，

民営が600であった。保育所長が回答したLO75の保育

所のうち，看護師等を配置していると回答したのは

319（29．7％；公営保育所20．0％，民営保育所37．3％）
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であった。

　看護師等の配置人数は，1名配置が283（89．8％），

2名配置が28（8．9％），3名以上の配置は4（1．3％）

であり，複数配置（2名以上の配置）の割合は，公営

は3（3．2％），民営は30（13．4％）であった。

　看護師等が1名以上配置されている保育所の看護i師

等の雇用形態は，161（50．5％）が常勤の看護師専任

配置であり，次いで73（22．9％）は常勤保育士定員内

の配置であり，43（13．5％）は非常勤の専任配置34

（10．7％）は非常勤の保育士定員内配置であった。

2．看護師等の配置の有無による特別事業および保健活

　動の実態の違い

　保育所で行われている通常保育以外の特別事業の

実施状況は，0歳児保育の実施率は全体の799％，延

長保育は847％，休日保育は5．6％，障がい児保育は

739％，病児・病後児保育は5．3％，一時預かり事業は

50．1％，子育て支援事業は29．1％，その他事業が13．5％

であった。保育所で行われている通常保育以外の特別

事業の実施状況について，看護師等の配置の有無の結

果を図1に示す。障がい児保育，その他保育以外の特

別事業において看護師等の配置の有無で実施率に有意

差がみられた。

　保育所保健活動16項目の実施状況については，『地

域の子育て支援』（83．0％）と『病児・病後児保育で

の健康観察』（64．0％）が8割以下の実施であったが，

それ以外の項目は9割以上ほぼ100％の実施率であっ

た。保育所保健活動の実施状況と看護i師等の配置の有

無の結果を図2に示す。『与薬前後の状態観察』，『地

域の子育て支援』の2項目は，看護師等の配置がある

保育所の実施率が有意に高かった。

　次に，保育所保健活動16項目について，保育所長が

どの程度担当しているか，「まったく担当しない」～「い

つも担当する」の5段階リッカートスケールで回答を

得た。この結果，看護師等の配置の有無で，「ほとん

ど担当する」，「いつも担当する」と答えた割合を図3

に示す。『子どもの健康発達の把握』は，看護i師等の

配置の有無にかかわらず0％であったため，図表から

除外した。『嘱託医との連携』，『子どもの健康管理』，『生

活習慣の健康教育』，『与薬前後の状態観察』，『感染症

の早期発見・対応，関連機関との連携』，『けが・体調

不良時の処置・対応』，喰性疾患がある子どもへの対

応』，『職員指導』，『保護者への保健指導』，『病児・病
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　　　　逐］看護師等の配置なし　口看護師等の配置あり　”p〈．Ol，★p〈．05

図1　通常保育以外の特別事業実施状況

　　　　1．子どもの発育発達の把握

　　　　　　2．嘱託医との連携

　　　　　3．子どもの健康管理

　　　　　4．生活習慣の健康教育

　　　　　5．与薬前後の状態観察

6，感染症の早期発見・対応、関連機関との連携

　　7，けが・体調不良時の処置・対応

　　8．慢性疾患がある子どもへの対応

　9．障がい児への対応と関係機関との連携

　　　　　10．気になる子への対応

　　　　　11．被虐待児への対応

　　　　　　　12、職員i旨導

　　　　　13．保護者への保健指導

　　14．病児・病後児保育での健康観察

　　　　　15．地域の子育て支援

　　　16．災害等救急時に備えた対応

］

　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　　70　　80　　90　　100

　　　　　　　　実施率（％）

■看護師等の配置なし　辺看護師等の配置あり　”p＜．Od，’p＜．05

図2　保育所保健活動の実施状況

　　　　　　2，嘱託医との連携

　　　　　3．子どもの健康管理

　　　　　4．生活習慣の健康教育

　　　　　5．与薬前後の状態観察

6，感染症の早期発見・対応，関連機関との連携

　　　7，けが・体調不良時の処置・対応

　　　8，慢性疾患がある子どもへの対応

　9障がい児への対応と関係機関との連携

　　　　　10．気になる子への対応

　　　　　11．被虐待児への対応

　　　　　　　12．職員1旨導

　　　　　13．保護者への保健指導

　　14．病児・病後児保育での健康観察

　　　　　15．地域の子育て支援

　　　16．災害等救急時に備えた対応

］

　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　100

　　　　　　　保育所長の担当状況（％）

■看護師等の配置なし　図看護師等の配置あり　”Pく．Ol，　tP＜．05

図3　保育所長の保育所保健活動の担当状況
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　　　　1．子どもの発育発達の把握

　　　　　　2．嘱託医との連携

　　　　　　3．子どもの健康管理

　　　　　4．生活習慣の健康教育

　　　　　5．与薬前後の状態観察

6．感染症の早期発見・対応，関連機関との連携

　　　7．けが・体調不良時の処置・対応

　　　8，慢性疾患がある子どもへの対応

　9，障がい児への対応と関係機関との連携

　　　　　10．気になる子への対応

　　　　　11．被虐待児への対応

　　　　　　　12．職員指導
　　　　　13、保護者への保健指導

　　14．病児・病後児保育での健康観察

　　　　　15．地域の子育て支援

　　　16、災害等救急時に備えた対応

　　　　　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝319図とても助かる口やや助かる国どちらともいえない■あまり助からない口まったく助からない

図4　保育所長の保育所保健活動を看護i師等が関わるこ

　　との印象

　　　　1子どもの発育発達の把握

　　　　　　2．嘱託医との連携

　　　　　3子どもの健康管理
　　　　　4．生活習慣の健康教育

　　　　　5．与薬前後の状態観察
6，感染症の早期発見・対応，関連機関との連携

　　　7．けが・体調不良時の処置・対応

　　　8．慢性疾患がある子どもへの対応

　9．障がい児への対応と関係機関との連携

　　　　　10，気になる子への対応

　　　　　11．被虐待児への対応

　　　　　　　12，職員｝旨導
　　　　　13．保護者への保健指導

　　14．病児・病後児保育での健康観察

　　　　　15，地域の子育て支援

　　　16，災害等救急時に備えた対応

　　　　　　　　゜1°2°3°4°5°6°ア゜8°9°1鷺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝756
図とても困る　図やや困る　口どちらともいえない　■あまり困らない　口まったく困らない

図5　保育所長の保育所保健活動を看護師等が関わらな

　　いことの印象
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図6　保育所長の看護師等の配置への考え
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後児保育での健康観察』の10項目で，看護師等の配置

があることで保育所の保育所長が担当する割合が有意

に低かった。

3．看護師等の配置のニーズ

　看護獅等の配置がある施設の保育所長に保育所保健

活動に看護師等が関わることの印象を，「とても助か

る」～「まったく助からない」の5段階リッカートス

ケールで回答を得た（図4）。「とても助かる」または「や

や助かる」と回答した割合は，『けが・体調不良時の

処置・対応』が97．5％でもっとも高く，80％を超えて

いる項目は，このほか，『子どもの発育発達の把握』，『嘱

託医との連携』，『子どもの健康管理』，『与薬前後の状

態観察』，『感染症の早期発見・対応，関連機関との連

携』，『慢性疾患がある子どもへの対応』，『職員指導』，

『保護者への保健指導』，『病児・病後児保育での健康

観察』の10項目であった。次に看護師等を配置してい

ない施設の保育所長に保育所保健活動に看護i師等が関

わらないことの印象を，「とても困る」～「まったく

困らない」の5段階リッカートスケールで回答を得た

（図5）。「とても困る」，「やや困る」を合わせた回答

の割合が50％を超えている項目は，『けが・体調不良

時の処置・対応』70．7％，『病児・病後児保育での健

康観察』70．6％，『感染症の早期発見・対応，関連機

関との連携』57．0％，『慢性疾患がある子どもへの対応』

56．1％，『与薬前後の状態観察』528％であった。一方

で，『生活習慣の健康教育』は「あまり困らない」，「まっ

たく困らない」と回答した割合が，559％と半数を超

えていた。

　保育所長に看護師等の配置の意義を尋ねた結果を

図6に示す。全体では，「とても意義がある」（53．6％），

「まあまあ意義がある」を加えると783％の保育所長

が看護師等の配置に意義があると回答していた。看護i

師等の配置の有無で，「とても意義がある」，「まあま

あ意義がある」と答えた割合を比較したところ，看護

師等の配置あり群では94．9％，看護師等の配置なし群

では712％と有意な差が認められた（p＜，01）。

w．考 察

　本研究結果から，看護師等を配置している保育所は

29．7％と，2000年の高野らの全国調査2）の17．7％より増

加していた。しかし，公営保育所での看護師等の配置

率は20．0％にとどまっており，民営保育所の配置の充
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実が全体の底上げをしている可能性が示唆された。ま

た，配置人数も1名配置が89．8％と大半を占めていた

が，その雇用形態は，常勤の看護師専任配置が半数を

占めており，保育環境における看護師等の専門的職員

の確保が推進されていた。

　特別保育の実施率は，2001年に香川県内で野口が実

施した調査6ぱりも全体的に実施率は高かった。特に

延長保育，一時預かり，子育て支援事業は，実施率が

野口の調査の2倍に増加していた。一方，休日保育や

病児保育は，ほとんど実施率が変化しておらず，今回

調査した障がい児保育については調査をしていなかっ

た。休日保育や病児保育については，中川らの病児保

育の保育者への調査7）で，『保育者が仕事を休める環

境を整えるべき』や，『保護者が仕事を休むべき』と

の意見があるように，実施にはさまざまな考えや調整

が必要な事業であることが推察される。また，看護師

等の配置の有無による実施率では，乳児保育に関わる

配慮事項，疾病等への対応，健康および安全の実施体

制等に関して看護師等の役割が明文化されたこともあ

り，特別事業実施率は看護師等の配置がある保育所の

方が配置していない保育所よりもほとんどの事業で実

施率が有意に高かった。平成27年施行の子ども・子育

て支援法では地域における子育て支援に関するさまざ

まなニーズに応えることができるよう，一時預かり，

延長保育，病児・病後児保育，地域子育て支援拠点事

業などの事業の拡充を図ることが課題として挙げられ

ており，これら特別事業実施にも看護師等の配置が関

わってくることが示唆される。障がい児保育について

は，看護師等の配置の有無で実施率に差が認められな

かった。障がいのある子どもの保育について保育指針

では家庭や関連機関との連携が謳われており，看護師

等の専門性よりも保護者との密接な連携で対応してい

ることが推察される。

　保育所保健活動の保育所長の担当状況と看護i師等が

関わることの印象について，看護i師等の配置の有無で

保育所長の担当状況に有意差が認められた10項目は，

看護i師等が関わることの印象を，「とても助かる」，「や

や助かる」と7割以上が答えた項目と一致した。特に

『けが・体調不良時の処置・対応』について90％以上

が，「とても助かる」または「やや助かる」と答えた。

これは，荒木ら8）や村上ら9）の看護師に期待する役割

と合致した結果であった。

　一方，看護i師等を配置していない施設の保育所長に

小児保健研究

対する保育所保健活動に看護師等が関わらないことの

印象で，「とても困る」，「やや困る」と半数以上が回

答していた『けが・体調不良時の処置・対応』，『病児・

病後児保育での健康観察』，『感染症の早期発見・対

応，関連機関との連携』，慢性疾患がある子どもへの

対応』，『与薬前後の状態観察』の5項目は，本研究結

果より保育所長が看護師等に特に期待する保育所保健

活動であると考えられる。

　看護師等の配置の意義については，看護師等が配置

されている保育所の保育所長の9割以上が意義がある

と回答しており，配置されていない保育所の回答に比

べ有意に高かった。この結果は，荒木らの調査8乏同

様の結果であり，現在配置されている看護i師等の保健

活動に対する高い評価に由来すると考えられる。

　以上より，保育所看護師等の役割として，保育所保

健活動の中でも特に『けが・体調不良時の処置・対応』，

『病児・病後児保育での健康観察』，『感染症の早期発見・

対応，関連機関との連携』，「’慢性疾患がある子どもへ

の対応』，『与薬前後の状態観察』において看護師等の

専門性を発揮し，保育所長からもその活動が期待され

ていることが明らかとなった。一方，保育所保健活動

の中には，現状では看護師等の役割としては認識され

ておらず，看護師等の専門性を活かした活動ができて

いない項目があった。これらの項目については，今後，

保育所看護師としての専門性を高め，活動につながる

ような研修会等の開催の必要性が示唆される。

　今回，保育所長を対象に保育所の人的配置として看

護師等の配置を調査した。この結果，看護師の保健活

動への高いニーズが認められた。

vr．結 △
冊

一
言
口

　全国の認可保育所の保育所長を対象に，看護師等の

配置の実態と配置の有無による保健活動の違い，配置

のニーズを明らかにした。その結果，全体の29．7％の

保育所に看護師等が1名以上配置されていた。保育所

で行われている通常保育以外の特別事業の実施率は，

看護師等が配置されている保育所の方が有意に高かっ

た。保育所保健活動16項目中10項目について，看護i師

等の配置があることで実施率が高く，保育所長の担当

割合が有意に低かった。また，それらの項目は，看護

師等の配置がある保育所長が看護獅等が関わることの

印象を「助かる」と回答していた項目と合致しており，

看護師等の保健活動として期待されていた。看護i師等
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の配置に関して，看護i師等の配置の有無で差はあるも

のの，意義があると答えた保育所長は7割を超えてお

り，高いニーズが認められた。
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〔Summary〕

　The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　needs　for

the　arrangement　of　nursing　staff　among　nursery　school

directors．　This　study　conducted　survey　of　2，289　nursery

school　directors　nationwide　using　anonymous　question．

naires．　As　the　result　319　directors　answered（29．7％）

that　one　nurses　and　more　than　one　nurses　have　being　ar－

ranged．　The　significant　difference　was　accepted　in　nurs－

ery　schools　health　activity　whether　a　nurse　was　posted，

or　there　was　not　it．　Nursery　school　director　where　a

nurse　was　posted　was　answering　that　saved　about　the

correspondence　of　an　injury，　the　medicine，　poor　physi－

cal　condition，　infection　and　child’s　health　care　in　the

nursery　school　preservation　of　health　activity，　and　nurs－

ery　schools　director　where　a　nurse　was　not　arrangement

was　answering　that　it　would　be　a　problem．　Our　study

suggests　that　the　directors　in　nursery　school　highly　re－

quire　the　arrangement　of　nurses　as　their　needs　of　human

enVlrOnmentS．
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